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List of Participants 
（氏 名） （現職名又は所属機関） （専 攻）
安達秀雄 安達建築設計事務所 近世文学
相田 満 国文学研究資料館助手 和漢比較文学










CUMMINGS. Alan 早稲田大学大学院生 河竹黙阿弥（歌舞伎）
DePRADA Vicente. Maria 福岡大学大学院生 近代文学












林 克則 大正大学大学院生 中世文学
林 雅彦 明治大学教授 中世説話（絵解き）
辺土小枝子 早稲田大学大学院研修生 日本語・日本語教育
HERAIL, Francine 国フ文ラ学ン研ス究国立資料高館等研客究員教院教授授 平安時代史の記録文学
平川祐弘 福岡女学院大学教授 比較文学
平岡敏夫 群馬県立女子大学長 近代文学























小林 治 駒沢短期大学講師 近代文学
小池正胤 国プ際ラ基ハ督国教民大美術学館講研師究員 近世文学 ・近代初期文学
小山弘志 国文学研究資料館名誉教授 中世文学
粂川 光樹 明治学院大学教授 上代文学
李貞照 筑波大学大学院生 近代文学
李溶隻 東京大学大学院博士課程 江戸戯作
林 正 大学院生 現代文学（村上春樹）
林 嵐 新東北潟大師学範大大学学講院博師士課程
近代文学（樋口一葉・芥）｜｜）
LLUHI DE HASEGAWA. Nina東京外国語大学助教授 比較文学 ・比較文化
柳嬉承 大正大学大学院博士課程 中世文学
松田 存 二松学舎大学教授 中世劇文学・奈良絵本・お伽草子
松平 進 甲南女子大学教授 近世文学 ・演劇
松村雄二 国文学研究資料館教授 中世文学（和歌）
松尾陽一 国文学研究資料館副館長 中世 ・近世和歌文学
MELANOWICZ. Mikolajワルシャワ大学教授 日本文学（近代）
緑川虞知子 源氏物語
御子柴大介 城西大学女子短期大学部 古代仏教史 ・古代説話文学
室賀和子 大正大学大学院生 中世文学
長島要一 コペンハーゲン大学教授 日本近 ・現代文学






南 二 淑 群山大学校講師 日本古典文学（中古）
野村精一 実践女子大学教授 中古文学
岡 雅彦 国文学研究資料館教授 近世文学
大黒貞明 古文書
大西 贋 国文学研究資料館教授 日本美術史







PIGEOT. Jacqueline パリ第七大学教授 日本古典文学

















鈴木 1字 国文学研究資料館助教授 近世和歌










初尾 麗 ハーピスト 笠篠の研究
土田節子 国文学研究資料館助手 中古文学
辻本裕成 国文学研究資料館助手 中古・中世物語





VON HOFF Agnes ドイツ語外国人教師 日本文学・ドイツ語・ドイツ文学
王 中’比 岩手大学 中日近代比較文学
王 虹 東京学芸大学 近代文学
WATSON. Michael 明治学院大学助教授 中世文学
山田昭全 大正大学教授 中世文学
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ZIEGLER, Paul 淑徳大学講師 日本近代文学
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委員長
委員
委員
委員
平成8年度国際日本文学研究集会委員 （五十音順）
平岡敏夫（群馬県立女子大学長）
今西裕一郎（九州大学文学部教授）
谷川恵 一 （高知大学人文学部助教授）
松平 進（甲南女子大学文学部教授）
館内委員 大西康（整理閲覧部長）、岡雅彦（文献資料部長）、武井協三（情報
編集後記
資料室長）、武川栄一（管理部長）、立川美彦（研究情報部長）、フ
ランシーヌ・エライユ （客員教授）
この会議録の編集にあたっては、「討議要旨」「セッション総合討議」の部分をテープ
から起こしています。発言は、なるべく全てにわたって収録したいと思っていますが、
録音の状態によっては割愛せざるを得ない場合があります。御了解ください。
外国の方のお名前は、フルネームを記すと、たいへん長くなってしまうことがありま
す。たとえばアラブ・イスラム系の名前は、祖先を連ねたり出身地や宗派をも記すのが
正式で、しかも日本の姓にあたるものはないのだと聞きます。各国で名前表記の習慣が
異なり、御本人にとっては不本意な記し方となってしまっている場合があるかもしれま
せんO 御容赦ください。
今回で国際日本文学研究集会は20回を重ねることができま した。研究発表には年々、
高度精綾なものが増えてきたように思われます。これは外国人による日本文学研究のレ
ベルが、全体に向上している事を示すものでしょう。昨年度の講演で、アンドリュー・
ガーストル教授が述べられたように、外国人による日本文学研究には、 二つの方向がは
っきりとしてきたようです。日本人研究者を陵駕するような精敏な実証研究と、外国人
としての視点を重視する研究とです。つまり日本人と同じ土俵に乗ってする研究と、外
側に立つことの有効性を生かそうとする研究です。ガーストル教授も述べられたように、
これはどちらが良い悪いという問題ではないようです。ただ今後、日本文学の研究を進
めようとする外国人の研究者には、この二つの方向の、意識的な選択が迫られるのだと
思います。
講演や研究発表 ・討議の進化に対応して、この集会の形式も、より適切なものをと模
索しています。そしてこの集会から日本人研究者が瞳目するような、世界の文学研究者
が注目するような研究が、どんどん出てきてほしいと願っています。 （武井協三）
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